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「TAKREERとのTRC運営支援事業」 
MOA署名式の開催（UAE）

平成 25 年 9月23日アブダビ国営石油会社（ADNOC: 
Abu Dhabi National Oil Company）傘下、アブダビ石油
精製会社（TAKREER: Abu Dhabi Refining Company）
本社に於いて共同事業である「TAKREERリサーチセン
ター高度化支援に関する共同事業 PHASE-Ⅲ」に関して、
TAKREER のサエグ社長（Mr. Jansem Ali Al-Sayegh, 
CEO）とJCCP 吉田常務理事の間で事業実施契約書
（MOA）の署名式が開催されました。

1. 事業の背景・概要
TAKREERが石油精製に関する技術課題の独自解決

を図るとともに自国の技術ノウハウの蓄積や技術者の育成を
目的としたリサーチセンター設立の事業に着手することになり、
出光興産㈱の参加を得て平成 18 年度（2006 年度）から
21 年度まで4年間に亘りPHASE-Iを、またその後 3年間に
亘りPHASE-IIを実施しました。
その結果、TAKREERリサーチセンター（TRC）の建屋

が平成 21 年 4月末に完成し、パイロットプラントを始めとする
研究設備も据え付けられ、新規技術者も採用されセンターの
体制が整うとともに、それらの研究施設が効果的に活用される
ようになってきました。
これを受けて今年度より、「TAKREERリサーチセンター

高度化支援に関する共同事業 PHASE-Ⅲ」として新たなス
テージで事業をスタートさせることに合意しました。
尚、PHASE-Ⅲ事業としては、TRCの高度化を目指し、

①触媒評価技術の確立と更なる習熟、②TAKREER 製油

所への技術支援による運転効率化促進、③国内外の研究機
関との連携基盤構築、④TRCスタッフを中心としたUAE人
技術者の育成、⑤学会発表等を通じた国際レベルへのTRC
の広報活動、を重点に実施する計画となっています。

2. MOA署名式の状況
式典は、両署名者のほか、TAKREERからアル・ファヒ

ム上級副社長（Mr. Ali A. Abdelrazaq Al Fahim、SVP, 
Technical）及びアル・ムーラ上級副社長（Mr. Ismail 
Mohammad Al Mulla, SVP, Administration）ら幹部、ベ
ルソードTRC所長（Dr. Mikael Berthod, TRC Manager）
の皆様、また日本側からは、加茂駐日大使、出光興産㈱から
は松下常務執行役員及び山川執行役員他、のご参加を得て
盛大に実施されました。
式典では、各代表・来賓のスピーチ、事業実施契約書

（MOA）の署名、記念品交換、TRC 事業の概要説明等
が行われました。
スピーチでは、まずサエグ社長から、TRC事業に対する

JCCP 及び出光興産の協力への感謝、今後益々、製油所へ
の技術支援等、TRC機能を発揮する重要なフェーズとなるこ
と、またADNOCグループからもTRCの更なる発展が期待
されている旨、挨拶がありました。
加茂大使は、日本が持っている経験・技術等のソフト面で

支援をするという、極めて象徴的な事業であり、このような両
国にとって有益な事業を通し、両国の友好関係が益々発展す
ることを祈念している旨、挨拶がありました。

MOA署名式後、出席者全員で撮影
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吉田常務は、昨年実施されたTRC開所式に触れ、この
セレモニーは本事業の素晴らしい成果の賜物であり、非常に
印象深いものであったこと、また本事業の目標であるTRCの
技術力を更に向上させ、TAKREERの製油所や国内研究
機関との連携強化を進めることに対して、JCCPとしてその目
標達成のために出来る限りの協力をしたい旨、挨拶しました。
最後に、出光興産㈱の松下常務執行役員からは、これ

までの事業での支援内容について述べられると共に、今回の
フェーズに於いては、出光興産が 50 年以上に亘る製油所
運営を通じて培ってきた石油精製の課題解決で身に付けた技
術・経験・ノウハウが十分に活用され、TRCの技術力強化、
製油所との連携強化に更に貢献出来るようにしたい旨、挨拶
されました。

次に、ベルソードTRC所長よりPHASE-Ⅲ事業の概要の
説明がなされました。

3. まとめ
今回の署名式は、盛大かつ素晴らしい式典であったと同

時に、本事業がUAEと日本との象徴的な共同事業である
と考えている人も多く、今後のTRCの更なる発展に向け関
係者の期待が極めて大きいことを改めて感じたセレモニーでし
た。
今後もこのような技術協力を通して、UAEと我が国の関係

が一層深まることを期待しております。
（技術協力部　雨宮 敏文）

MOA署名式で撮影 TRC正面


